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１
９
日
、
県
内
で
は
雨
の

中
、
松
江
、
出
雲
、
大
田
の

３
市
で
戦
争
法
廃
止
を
求
め

る
集
会
が
開
か
れ
、
日
本
共

産
党
、
民
進
党
、
社
民
党
の

各
代
表
ら
が
「
市
民
と
野
党

の
共
闘
を
発
展
さ
せ
て
戦
争

法
を
廃
止
し
よ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。
江
津
、
益
田
の
各

市
で
も
街
頭
宣
伝
や
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。 

松
江
テ
ル
サ
前
広
場
で
開

催
さ
れ
た
「
戦
争
法
廃
止
！

９
・
１
９
島
根
集
会
」（
し
ま

ね
総
が
か
り
行
動
実
行
委
主

催
）
に
は
１
８
０
人
が
参
加
。 

大
学
人
の
会
事
務
局
の
関

耕
平
島
根
大
学
准
教
授
は

「
野
党
共
闘
を
前
進
さ
せ
、

平
和
と
民
主
主
義
を
大
切
に

す
る
社
会
を
つ
く
ろ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
尾
村
利
成

2016年 

 

 

 

と
い
う
表
記
が
使
わ
れ
始
め
て
今
年

で
６
０
年
。
そ
れ
以
前
は
「
颱
風
」「
大

風
」
あ
る
い
は
「
野
分
」
と
呼
ぶ
の

が
普
通
だ
っ
た
▼
「
今
年
の
台
風
は

何
か
変
だ
」
。
こ
ん
な
話
を
よ
く
聞

く
。
８
月
に
４
個
の
台
風
が
上
陸
し

た
の
は
過
去
最
多
。
観
測
史
上
初
め

て
、
東
北
の
太
平
洋
側
に
上
陸
し
た

台
風
１
０
号
は
東
北
、
北
海
道
に
深

刻
な
爪
あ
と
を
残
し
た
。
岩
手
県
岩

泉
町
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
９
人

が
犠
牲
に
・
・
・
。
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
た
い
▼
か
つ
て
東
日
本
大

震
災
の
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
か
け

つ
け
た
岩
手
県
沿
岸
部
も
大
き
な
被

害
を
受
け
た
。
北
海
道
で
は
ジ
ャ
ガ

イ
モ
な
ど
農
業
や
経
済
に
大
打
撃
。

交
通
も
寸
断
さ
れ
、
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ

ス
の
生
産
に
も
影
響
が
出
て
い
る
。

政
府
は
９
月
１
６
日
に
な
っ
て
よ
う

や
く
激
甚
災
害
に
指
定
し
た
▼
災
害

の
あ
と
こ
そ
、
政
治
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
て
く
る
。
日
本
共
産
党
は
、
被

災
地
の
復
旧
・
復
興
へ
、
各
地
で
全

力
を
あ
げ
て
い
る
。
一
方
、
政
府
を

代
表
し
て
被
災
地
を
訪
ね
た
政
務
官

が
長
靴
を
忘
れ
て
「
お
ん
ぶ
さ
れ
て

視
察
」
と
い
う
の
は
情
け
な
い
話
だ

▼
２
６
日
か
ら
臨
時
国
会
が
始
ま

る
。
日
本
共
産
党
は
先
日
、
第
２
７

回
党
大
会
の
開
催
と
、
党
大
会
を
め

ざ
す
方
針
を
決
め
た
。
戦
争
法
の
発

動
を
許
さ
ず
、
原
発
再
稼
働
ス
ト
ッ

プ
な
ど
、
安
倍
暴
走
政
治
と
立
ち
向

か
う
「
台
風
の
目
」
の
ご
と
く
奮
闘

す
る
決
意
で
あ
る
▼
大
自
然
の
脅
威

を
前
に
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
知
恵
を
大
い
に
発
揮
し
た
い
。

そ
し
て
、
自
然
災
害
は
避
け
ら
れ
な

く
と
も
、
戦
争
や
原
発
事
故
は
人
間

の
知
恵
で
必
ず
根
絶
で
き
る
。「
大
い

な
る
／
も
の
が
過
ぎ
行
く
／
野
分
か

な
」（
高
浜
虚
子
） 

 
 
 

（
後
） 

吹
き
飛
ば
す
／
石
は
浅
間
の

／
野
分
か
な
」（
松
尾
芭
蕉
）。

国
語
審
議
会
の
「
同
音
の
漢
字

に
よ
る
書
き
換
え
」
で
「
台
風
」
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日
本
共
産
党
の
尾
村
利
成
県
議
は
１
６
日
、
一
般
質
問
に

立
ち
、
県
知
事
や
県
執
行
部
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

大
国
陽
介
県
議
は
２
６
日
に
一
問
一
答
質
問
（
次
号
に
掲

載
予
定
）
に
立
ち
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
の
島
根
、
鳥

取
の
両
県
議
団
と
松
江
市
議

団
は
９
日
、
中
国
電
力
島
根

支
社
な
ど
を
訪
れ
、
島
根
原

発
の
耐
震
安
全
性
を
軽
視
せ

ず
、
速
や
か
に
調
査
す
る
よ

う
申
し
入
れ
ま
し
た
（
写

真
）。
新
潟
大
学
の
立
石
雅
昭

名
誉
教
授
（
地
質
学
）
や
原

発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
島
根
の
会

役
員
と
と
も
に
要
請
し
ま
し

た
。
島
根
県
、
島
根
原
子
力

規
制
事
務
所
も
訪
れ
、
意
見

交
換
し
ま
し
た
。 

 

申
し
入
れ
で
は
、
宍
道
断

層
と
鳥
取
沖
の
断
層
と
の
連

続
性
・
連
動
性
調
査
▽
境
水

道
や
美
保
湾
東
方
海
域
に
お

け
る
活
断
層
調
査
▽
島
根
半

島
の
地
震
性
隆
起
の
年
代
考

察
▽
震
源
断
層
に
迫
る
広
域

的
な
地
下
深
部
構
造
の
徹
底

解
明
―
な
ど
を
求
め
ま
し

た
。 

 

中
電
島
根
原
子
力
本
部
の

小
山
均
明
地
域
共
生
部
長
は

「
島
根
半
島
は
波
浪
に
よ
る

地
形
変
化
だ
と
考
え
ら
れ

る
」
と
答
え
た
も
の
の
、
空

中
撮
影
や
地
形
踏
査
な
ど
を

行
う
考
え
を
示
し
ま
し
た
。 

 

尾
村
県
議
は
、
昨
年
９
月

に
強
行
さ
れ
た
「
戦
争
法
」

の
も
と
で
、
県
内
で
も
危
険

な
動
き
が
具
体
化
、
加
速
し

 

Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
１
日
、
三

江
線
の
全
面
廃
止
を
表
明
し

た
こ
と
に
対
し
、
尾
村
県
議

は
「
Ｊ
Ｒ
の
民
営
化
の
経
過

や
公
共
性
を
有
す
る
Ｊ
Ｒ
会

社
の
あ
り
方
、
社
会
的
責
任

に
照
ら
せ
ば
、
赤
字
を
理
由

に
し
た
三
江
線
の
廃
止
は
許

さ
れ
な
い
」
と
指
摘
。「
鉄
道

事
業
の
廃
止
届
を
９
月
末
ま

で
に
行
う
と
し
た
Ｊ
Ｒ
西
の

決
定
は
あ
ま
り
に
拙
速
だ
」

と
批
判
し
、
溝
口
知
事
に
対

し
、
住
民
の
理
解
と
合
意
な

き
廃
止
決
定
の
白
紙
撤
回
を

Ｊ
Ｒ
西
に
求
め
る
よ
う
迫
り

ま
し
た
。 

 

溝
口
知
事
は
「
廃
止
決
定

は
残
念
だ
が
、
現
行
の
制
度

で
は
撤
回
さ
せ
る
法
的
手
段

ス
戦
闘
機
が
１
６
機
配
備
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
、「
県
と
し
て
岩
国
基

地
の
機
能
強
化
に
反
対
し
、

米
軍
機
の
無
法
な
低
空
飛
行

訓
練
の
中
止
を
国
に
強
く
求

め
る
べ
き
」
と
迫
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
２
０
２
０
年
以
降
、

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
に
、

米
軍
機
や
オ
ス
プ
レ
イ
へ
給

油
可
能
な
空
中
給
油
機
Ｋ
Ｃ

４
６
Ａ
が
配
備
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、

尾
村
氏
は
「
Ｃ
２
輸
送
機
や

大
型
ヘ
リ
に
続
く
空
中
給
油

機
の
配
備
は
、
美
保
基
地
を

国
土
防
衛
か
ら
米
国
の
引
き

起
こ
す
戦
争
の
出
撃
基
地
へ

と
基
地
機
能
を
強
化
す
る
も

の
」
と
強
調
し
Ｋ
Ｃ
４
６
Ａ

配
備
中
止
を
求
め
ま
し
た
。 

溝
口
善
兵
衛
知
事
は
「
県

民
生
活
に
悪
影
響
が
生
じ
る

場
合
な
ど
、
今
後
も
地
元
市

町
と
連
携
し
、
国
に
強
く
要

望
し
て
い
く
」
と
答
弁
。
Ｋ

Ｃ
４
６
Ａ
配
備
に
つ
い
て
は

「
安
全
性
や
生
活
環
境
な
ど

へ
の
影
響
な
ど
、
松
江
市
や

安
来
市
の
住
民
に
丁
寧
に
説

明
す
る
よ
う
防
衛
局
に
求
め

る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

が
な
い
」
と
答
弁
し
、「
沿
線

６
市
町
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
広

島
県
と
も
よ
く
協
議
し
、
持

続
可
能
な
公
共
交
通
の
確
保

に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
答

え
ま
し
た
。 

 

尾
村
氏
は
、
県
と
し
て
三

江
線
を
は
じ
め
、
地
域
公
共

交
通
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る

姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
す
よ

う
求
め
ま
し
た
。 

県
議
は
「
来
る
べ
き
総
選
挙

に
向
け
て
、
共
同
の
力
を
大

き
く
し
て
戦
争
法
を
な
く
そ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。 

米
軍
岩
国
基
地
に
来
年
１

月
以
降
、
核
兵
器
の
搭
載
が

可
能
な
Ｆ
‐
３
５
Ｂ
ス
テ
ル
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橘
祥
朗
市
議
は
「
八
束
の
明

日
を
考
え
る
会
」
の
研
修
会

で
、
市
の
星
野
政
策
部
長
か
ら

提
起
さ
れ
た
多
面
的
な
振
興

策
に
つ
い
て
「
実
現
可
能
な
課

題
に
つ
い
て
は
地
元
で
も
受

け
皿
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
上
で
、
「
参

加
者
か
ら
は
中
海
・
本
庄
水
域

の
水
質
改
善
と
漁
業
振
興
を

求
め
る
声
が
多
か
っ
た
」
と
し

て
市
の
対
応
を
迫
り
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
水
上
飛
行
機
に
つ
い

て
は
「
条
件
に
よ
っ
て
騒
音
、

生
態
系
に
与
え
る
影
響
は
」

「
持
続
性
の
あ
る
事
業
と
な

る
の
か
」
「
本
当
に
地
域
振
興

に
つ
な
が
る
の
か
」
な
ど
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
、
安
全
性
や
環
境
へ

の
影
響
な
ど
「
今
後
の
十
分
な

研
究
と
調
査
を
求
め
た
い
」
と

要
望
し
ま
し
た
。（「
新
し
い
松

江
」
よ
り
） 

 

毎
年
８
月
恒
例
に
な
っ
て

い
る
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー
で

の
「
原
爆
パ
ネ
ル
展
」
が
今
年

も
５
日
～
１
２
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

広
島
・
長
崎
の
悲
惨
な
状
況

を
少
し
で
も
み
な
さ
ん
に
知

っ
て
も
ら
い
、
地
球
上
か
ら
原

爆
を
な
く
そ
う
と
毎
年
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

開
催
し
た
新
婦
人
の
方
は

「
平
均
年
齢
８
０
歳
を
超
え

る
被
爆
者
の
方
々
の
願
い
、
生

き
て
い
る
間
に
何
と
し
て
も

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
実
現

す
る
力
に
な
れ
る
よ
う
に
、
本

当
に
小
さ
な
力
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
す
。
（
「
大
田
民

報
」
よ
り
） 

８月２８日の邑智地区大会を皮切りにスタート

した「囲碁・将棋地区大会」も最終盤を迎えていま

す。（写真は９月４日の江津地区大会） 

各地区の代表者が集う県大会は１０月３０日

（日）松江市いきいきプラザ島根で開催されます。 

 

「
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す

島
根
の
会
」
は
１
０
日
、

松
江
市
で
第
４
回
総
会
を

開
き
ま
し
た
。
原
発
問
題

住
民
運
動
全
国
連
絡
セ
ン

タ
ー
代
表
委
員
の
立
石
雅

昭
氏
が
「
島
根
原
発
の
耐

震
安
全
性
の
検
証
～
島
根

半
島
の
地
震
性
隆
起
の
調

査
～
」
と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
（
写
真
）。 

 

立
石
氏
は
、
２
月
か
ら

島
根
半
島
な
ど
で
海
岸
・
化

石
調
査
を
実
施
。こ
の
日
も

市
内
の
島
根
町
加
賀
の
桂

島
の
海
岸
で
ヤ
ッ
コ
カ
ン

ザ
シ
（
ゴ
カ
イ
の
仲
間
の
海

棲
生
物
）
の
化
石
を
採
取
。

今
後
、海
岸
が
隆
起
し
た
年

代
を
特
定
す
る
予
定
で
す
。 

 

立
石
氏
は
、
中
国
地
方
の

北
部
区
域
（
島
根
・
鳥
取
）

で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
８

以
上
の
地
震
の
発
生
確
率

を
４
０
％
と
す
る
政
府
の

地
震
調
査
研
究
推
進
本
部

の
評
価
（
７
月
発
表
）
な
ど

新
し
い
知
見
も
示
し
、
島

根
・
鳥
取
両
県
で
の
地
震
対

策
の
重
要
性
の
共
有
▽
住

民
に
よ
る
恒
常
的
な
海

岸
・
化
石
調
査
▽
島
根
半
島

で
の
地
震
性
隆
起
の
解
明

が
重
要
と
力
説
し
ま
し
た
。 

 

森
川
議
員
―
ひ
と
り
親
の

た
め
、
食
事
が
摂
れ
な
い
な
ど

様
々
な
事
情
を
抱
え
た
子
ど

も
た
ち
に
、
無
料
や
低
額
で
食

事
を
提
供
し
て
い
る
「
子
ど
も

食
堂
」
を
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

で
実
施
し
て
は
ど
う
か
。 

 

答
弁
―
ひ
と
り
親
家
庭
の

世
帯
数
は
、
市
内
で
も
増
加
し

て
い
る
。
子
ど
も
食
堂
実
施
に

つ
い
て
の
支
援
制
度
は
な
い

が
、
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
や
支
援
員
、
保
護

者
と
の
合
意
が
で
き
れ
ば
、
連

携
し
協
力
す
る
。（「
ご
う
つ
民

報
」
よ
り
） 

 

立
石
雅
昭
・
新
潟
大
名
誉

教
授
（
地
質
学
）
と
と
も
に
、

島
根
半
島
や
出
雲
市
、
大
田

市
な
ど
で
海
岸
地
形
調
査
や

化
石
調
査
な
ど
地
震
性
隆
起

調
査
を
実
施
し
て
き
た
尾
村

県
議
は
、
立
石
氏
の
「
島
根

半
島
の
海
岸
線
に
は
、
こ
こ

数
千
年
以
内
に
地
震
に
伴
っ

て
隆
起
し
た
海
食
微
地
形
が

分
布
し
て
お
り
、
科
学
的
な

解
明
が
必
要
」
と
の
指
摘
を

踏
ま
え
、
島
根
原
発
の
耐
震

安
全
性
を
確
保
す
る
上
で
、

島
根
半
島
の
地
震
性
隆
起
事

象
の
解
明
を
徹
底
し
て
行
う

よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

岸
川
慎
一
防
災
部
長
は

「
島
根
原
発
付
近
の
地
形
デ

ー
タ
拡
充
の
た
め
、
中
国
電

力
も
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
中

写
真
測
量
や
地
表
・
地
質
踏

査
を
実
施
中
」
と
答
弁
し
、

中
電
も
追
加
調
査
を
実
施
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
尾
村
県
議
は
宍
道

断
層
に
つ
い
て
「
断
層
の
長

さ
は
２
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

評
価
だ
が
、
大
地
震
を
引
き

起
こ
し
う
る
地
下
数
キ
ロ
か

ら
２
０
キ
ロ
の
震
源
断
層
は

さ
ら
に
延
長
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
」
と
指
摘
。「
よ
り

深
部
の
地
下
地
質
構
造
を
解

析
す
る
地
震
探
査
法
を
採
用

し
、
正
確
な
る
基
準
地
震
動

の
評
価
を
」
と
求
め
ま
し
た
。 

 

岸
川
部
長
は
「
原
子
力
規

制
委
員
会
に
お
い
て
、
宍
道

断
層
の
評
価
を
含
め
、
新
し

い
知
見
を
踏
ま
え
た
厳
格
な

審
査
を
求
め
て
い
る
。
中
電

に
対
し
て
も
、
適
切
に
対
処

す
る
よ
う
要
請
す
る
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。 

 

尾
村
県
議
は
、
県
の
「
地

域
医
療
構
想
素
案
」
に
つ
い

て
「
病
床
数
の
削
減
あ
り
き

で
、
在
宅
医
療
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
受
け
皿
の
議
論
が
不

十
分
で
あ
り
、
在
宅
医
療
・

介
護
体
制
を
確
保
、
充
実
さ

せ
る
観
点
を
持
っ
た
計
画
に

す
べ
き
だ
」
と
求
め
ま
し
た
。 

医
療
費
削
減
を
目
的
に
入

院
患
者
を
病
院
か
ら
在
宅
、

介
護
施
設
に
移
す
「
構
想
素

案
」
は
、
２
０
１
６
年
度
、

県
内
で
８
８
０
５
床
あ
る
病

床
を
、
２
５
年
度
に
は
６
５

６
９
床
へ
と
約
２
２
０
０
床

も
大
幅
削
減
す
る
計
画
で
、

県
は
１
０
月
中
の
策
定
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。 

尾
村
氏
は
、
開
業
医
や
介

護
関
係
者
か
ら
「
今
で
も
重

症
患
者
が
十
分
に
治
癒
し
て

い
な
い
状
態
で
退
院
を
迫
ら

れ
て
い
る
」「
特
養
で
は
待
機

者
も
多
く
、
簡
単
に
重
症
化

し
た
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
な
ど
の
声
が

相
次
ぎ
、
医
療
・
介
護
関
係

者
に
衝
撃
が
走
っ
て
い
る
と

紹
介
。「
医
師
・
看
護
師
の
確

保
や
退
院
後
の
受
け
皿
が
未

整
備
の
ま
ま
病
床
削
減
の
み

先
行
す
れ
ば
、
必
要
な
医
療

や
介
護
が
受
け
ら
れ
な
い
医

療
・
介
護
難
民
が
続
出
す
る

こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら

か
だ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

藤
間
博
之
健
康
福
祉
部
長

は
「
受
け
皿
づ
く
り
は
遅
れ

て
い
る
。
市
町
村
と
連
携
し
、

整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

島
根
原
発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
県
民
連
絡
会
は
１
７

日
、
松
江
市
で
「
島
根
原
発

再
稼
働
認
め
な
い
！
署
名

大
行
動
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
」

を
開
き
ま
し
た
。 

集
会
で
は
、
原
発
立
地
自

治
体
の
松
江
市
を
重
点
に
、

県
内
有
権
者
の
過
半
数
（
約

３
０
万
筆
）
を
め
ざ
し
て

「
島
根
原
発
の
再
稼
働
を

認
め
な
い
で
く
だ
さ
い
」
署

名
大
行
動
（
１
２
月
末
締

切
）
に
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。 

 

福
島
県
双
葉
郡
浪
江
町

の
馬
場
有
町
長
が
「
福
島
第

一
原
発
事
故 

そ
の
と
き

浪
江
町
は
」
と
題
し
て
講

演
（
写
真
）。 

 
馬
場
町
長
は
「
３
・
１

１
東
日
本
大
震
災
の
際
、

地
震
や
津
波
で
原
発
が
大

丈
夫
か
ど
う
か
、
私
を
含

め
て
職
員
誰
ひ
と
り
疑
わ

な
か
っ
た
」
と
述
べ
、「
原

発
の
安
全
神
話
に
完
全
に

浸
か
っ
て
い
た
」
と
語
り

ま
し
た
。
そ
の
上
で
「
原

発
は
安
全
で
は
な
く
、
福

島
事
故
の
原
因
究
明
、
検

証
も
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

島
根
原
発
を
含
め
、
再
稼

働
す
べ
き
で
は
な
い
」
と

強
調
し
ま
し
た
。 


